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（0

　
本
書
は
、
著
者
が
二
〇
一
七
年
度
に
同
志
社
大
学
大
学
院
文
学
研
究

科
に
提
出
し
た
博
士
論
文
が
基
と
な
っ
て
お
り
、
主
に
二
つ
の
題
材
が

扱
わ
れ
て
い
る
。
一
～
三
章
に
お
い
て
は
現
チ
ュ
ニ
ジ
ア
に
存
在
し
た

古
代
都
市
ト
ゥ
ッ
ガ
に
お
け
る
、
ロ
ー
マ
人
入
植
者
の
共
同
体
と
元
々

ト
ゥ
ッ
ガ
に
居
住
し
て
い
た
現
地
住
民
の
共
同
体
の
間
で
ど
の
よ
う
な

接
触
と
関
係
性
が
存
在
し
て
い
た
の
か
が
考
察
対
象
と
な
る
。
四
章
で

は
一
転
し
て
ロ
ー
マ
人
か
ら
見
た
カ
ル
タ
ゴ
の
イ
メ
ー
ジ
と
そ
の
利
用

が
述
べ
ら
れ
、
五
章
で
は
ロ
ー
マ
期
の
都
市
カ
ル
タ
ゴ
に
お
け
る
ロ
ー

マ
性
と
カ
ル
タ
ゴ
性
と
い
う
二
つ
の
イ
メ
ー
ジ
が
ど
の
よ
う
に
併
存

し
、
属
州
に
影
響
を
与
え
た
か
が
分
析
さ
れ
る
。
総
合
的
に
は
本
書
は

ロ
ー
マ
帝
国
期
に
お
け
る
北
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
、
被
支
配
者
の
自
己

認
識
と
文
化
の
形
成
が
主
テ
ー
マ
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
序
論
に
お
い
て
は
、
ロ
ー
マ
帝
国
支
配
下
の
北
ア
フ
リ
カ
の
沿
革
が

述
べ
ら
れ
た
後
に
、
研
究
史
が
概
観
さ
れ
る
。
二
〇
世
紀
初
頭
の
Ｆ
・

ハ
バ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
の
研
究
以
降
、ロ
ー
マ
帝
国
の
属
州
支
配
は「
ロ
ー

マ
化
」
概
念
が
軸
と
な
っ
て
研
究
が
展
開
さ
れ
、
そ
こ
で
は
い
か
に
し

て
ロ
ー
マ
文
化
が
属
州
に
浸
透
し
現
地
の
文
化
を
塗
り
替
え
て
い
っ
た

か
が
着
目
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
上
か
ら
下
へ
の
一
方
的
な
文
化
の
浸
透

と
い
う
見
方
で
は
ロ
ー
マ
期
以
前
に
あ
っ
た
現
地
文
化
は
「
塗
り
替
え

ら
れ
る
べ
き
も
の
」
と
さ
れ
、
現
地
住
民
も
受
動
的
に
ロ
ー
マ
化
さ
れ

て
い
く
だ
け
の
存
在
と
し
て
み
な
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
解
釈
は
、
六
〇

年
代
頃
か
ら
ベ
ナ
ブ
ら
か
ら
強
く
批
判
さ
れ
、
ロ
ー
マ
化
に
抵
抗
し
自

ら
の
文
化
を
守
ろ
う
と
す
る
現
地
住
民
の
姿
が
強
調
さ
れ
た
。
し
か
し

こ
れ
ら
の
研
究
は
「
ロ
ー
マ
」
と
「
現
地
」
を
そ
れ
ぞ
れ
均
一
的
な
も

の
と
し
て
捉
え
、
両
者
が
二
項
対
立
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
い
う
単

純
な
解
釈
で
あ
り
、
現
実
の
複
雑
さ
に
対
応
で
き
て
い
な
い
と
い
う
批

判
が
な
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
は
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
理
論
を
取
り
組
ん
だ
マ
ッ
テ
ィ
ン
リ

井
福
剛
著
『�

古
代
ロ
ー
マ
帝
国
期
に
お
け
る
北
ア
フ
リ
カ�

―
カ
ル
タ
ゴ
周
辺
地
域
に
お
け
る
文
化
と
記
憶
』

ゲ
イ
ル
・
エ
ド
ワ
ー
ド

＝ 
新
刊
紹
介 

＝

※『
論
説
』
以
外
は
、
先
頭
に
論
文
の
種
類
が
入
り
ま
す
。

※
論
文
末
に
所
属
が
入
り
ま
す
。

※
論
文
要
旨
は
、
巻
末
に
ま
と
め
て
入
る
の
で
、
組
版
し
な
く
て
大
丈
夫
で
す
。
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（1

ら
に
よ
り
ク
レ
オ
ー
ル
化
や
異
種
混
淆
と
い
っ
た
概
念
で
ロ
ー
マ
期
の

北
ア
フ
リ
カ
の
研
究
が
進
ん
だ
が
、
こ
の
後
は
逆
に
ク
レ
オ
ー
ル
化
や

異
種
混
淆
が
あ
っ
た
か
否
か
を
証
明
す
る
こ
と
の
み
が
研
究
の
目
的
と

な
っ
て
し
ま
い
、
結
局
は
「
ロ
ー
マ
」
と
「
現
地
」
の
二
項
対
立
に
陥

り
研
究
が
停
滞
し
た
と
著
者
は
主
張
す
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
ロ
ー
マ
支

配
以
前
か
ら
北
ア
フ
リ
カ
に
は
リ
ビ
ア
人
、
ヌ
ミ
デ
ィ
ア
人
、
カ
ル
タ

ゴ
人
な
ど
複
数
の
文
化
が
混
在
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
異
種
混
淆
が
生

じ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
着
目
す
べ
き
は
異
種
混
淆
の
過
程
を
具
体
的

な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
落
と
し
込
む
こ
と
で
、
現
地
の
住
民
に
と
っ
て
そ

れ
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
か
で
あ
り
、
こ
れ
を
検
証
す
る

た
め
に
著
者
は
社
会
が
文
化
を
規
定
す
る
の
で
は
な
く
、
文
化
が
社
会

を
規
定
す
る
と
い
う
文
化
論
的
転
回
と
「
新
し
い
文
化
史
」
の
理
論
を

援
用
す
る
と
し
て
い
る
。

　「
第
Ⅰ
章

　
ト
ゥ
ッ
ガ
に
お
け
る
マ
ル
キ
ウ
ス
氏
族
と
カ
ピ
ト
リ
ウ

ム
神
殿
建
設
」
で
は
ま
ず
最
初
に
ト
ゥ
ッ
ガ
の
略
史
と
、
同
地
に
存
在

し
て
い
た
現
地
住
民
の
共
同
体
で
あ
る
キ
ウ
ィ
タ
ス
と
入
植
し
た
ロ
ー

マ
市
民
権
保
有
者
の
共
同
体
で
あ
る
パ
グ
ス
の
あ
ら
ま
し
が
解
説
さ

れ
、
そ
の
後
に
本
題
で
あ
る
マ
ル
キ
ウ
ス
氏
族
と
同
地
に
一
六
六
年
か

ら
一
六
八
年
頃
に
建
設
さ
れ
た
カ
ピ
ト
リ
ウ
ム
神
殿
の
関
係
性
が
分
析

さ
れ
る
。
マ
ル
キ
ウ
ス
氏
族
は
元
々
ト
ゥ
ッ
ガ
に
在
住
し
て
い
た
有
力

な
現
地
住
民
の
一
族
で
、
ロ
ー
マ
市
民
権
を
あ
る
段
階
で
獲
得
し
た
後

は
両
共
同
体
の
仲
介
者
と
も
言
う
べ
き
パ
ト
ロ
ヌ
ス
を
複
数
輩
出
し
た

現
地
エ
リ
ー
ト
で
あ
る
。
こ
の
氏
族
に
よ
る
カ
ピ
ト
リ
ウ
ム
神
殿
建
設

に
関
す
る
碑
文
を
基
に
、
こ
の
ロ
ー
マ
的
な
神
殿
が
ト
ゥ
ッ
ガ
の
両
共

同
体
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
合
い
を
持
っ
た
か
が
考
察
さ
れ
、
神

殿
が
新
た
な
都
市
景
観
を
生
み
二
つ
の
共
同
体
を
一
つ
に
す
る
役
割
を

果
た
し
た
と
す
る
。

　「
第
Ⅱ
章

　
ト
ゥ
ッ
ガ
に
お
け
る
ガ
ビ
ニ
ウ
ス
氏
族
と
神
殿
建
設
」

に
お
い
て
は
、
マ
ル
キ
ウ
ス
氏
族
と
同
じ
く
ロ
ー
マ
市
民
権
を
獲
得
し

た
有
力
な
現
地
住
民
の
家
系
で
あ
り
、
ト
ゥ
ッ
ガ
の
両
共
同
体
の
パ
ト

ロ
ヌ
ス
だ
っ
た
ガ
ビ
ニ
ウ
ス
氏
族
が
着
目
さ
れ
る
。
ガ
ビ
ニ
ウ
ス
氏
族

は
二
世
紀
前
半
に
ト
ゥ
ッ
ガ
に
お
い
て
コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ア
や
ネ
プ
ト
ゥ

ヌ
ス
な
ど
、
ロ
ー
マ
の
神
格
を
祀
っ
た
複
数
の
神
殿
の
建
設
を
主
導
し

て
お
り
、
第
Ⅰ
章
の
マ
ル
キ
ウ
ス
氏
族
と
合
わ
せ
て
現
地
人
の
出
自
で

あ
る
こ
う
い
っ
た
エ
リ
ー
ト
が
ど
の
よ
う
に
両
共
同
体
の
間
を
取
り
持

と
う
と
し
た
か
が
宗
教
面
か
ら
考
察
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ

ら
の
神
格
の
ロ
ー
マ
的
起
源
は
彼
ら
に
と
っ
て
あ
ま
り
問
題
で
は
な

か
っ
た
と
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
ト
ゥ
ッ
ガ
全
体
や
各
共
同
体
の
間
で
持
っ

て
い
た
意
味
合
い
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

　「
第
Ⅲ
章

　
ト
ゥ
ッ
ガ
に
お
け
る
サ
ト
ゥ
ル
ヌ
ス
神
殿
建
設
」
に
お

い
て
は
、
二
世
紀
末
期
に
ト
ゥ
ッ
ガ
で
建
設
さ
れ
た
サ
ト
ゥ
ル
ヌ
ス
神

殿
を
通
し
て
ト
ゥ
ッ
ガ
の
人
々
の
宗
教
実
践
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
か
が
考
察
さ
れ
る
。
サ
ト
ゥ
ル
ヌ
ス
は
北
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
は
カ

ル
タ
ゴ
人
の
神
格
で
あ
る
バ
ア
ル
と
同
一
視
さ
れ
て
お
り
、
帝
政
期
に

お
い
て
も
ト
ゥ
ッ
ガ
を
含
め
広
く
信
仰
さ
れ
て
い
た
。
ト
ゥ
ッ
ガ
に
お

け
る
サ
ト
ゥ
ル
ヌ
ス
神
殿
は
古
く
か
ら
あ
っ
た
サ
ト
ゥ
ル
ヌ
ス
の
聖
地

に
キ
ウ
ィ
タ
ス
と
パ
グ
ス
が
共
同
で
奉
献
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
地
住

民
か
ら
長
く
信
仰
さ
れ
て
き
た
バ
ア
ル
＝
サ
ト
ゥ
ル
ヌ
ス
の
神
殿
が
、
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（1

ら
に
よ
り
ク
レ
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ー
ル
化
や
異
種
混
淆
と
い
っ
た
概
念
で
ロ
ー
マ
期
の

北
ア
フ
リ
カ
の
研
究
が
進
ん
だ
が
、
こ
の
後
は
逆
に
ク
レ
オ
ー
ル
化
や

異
種
混
淆
が
あ
っ
た
か
否
か
を
証
明
す
る
こ
と
の
み
が
研
究
の
目
的
と

な
っ
て
し
ま
い
、
結
局
は
「
ロ
ー
マ
」
と
「
現
地
」
の
二
項
対
立
に
陥

り
研
究
が
停
滞
し
た
と
著
者
は
主
張
す
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
ロ
ー
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配
以
前
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に
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リ
ビ
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、
ヌ
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人
、
カ
ル
タ

ゴ
人
な
ど
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数
の
文
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が
混
在
し
て
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た
の
で
あ
り
、
異
種
混
淆
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る
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す
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の
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具
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な
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、
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に
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て
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れ
が
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意
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を
持
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て
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で
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り
、
こ
れ
を
検
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す
る
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に
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は
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す
る
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で
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く
、
文
化
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社
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す
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と
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「
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史
」
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を

援
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す
る
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て
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。

　「
第
Ⅰ
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キ
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ス
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と
カ
ピ
ト
リ
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神
殿
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設
」
で
は
ま
ず
最
初
に
ト
ゥ
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の
略
史
と
、
同
地
に
存
在

し
て
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現
地
住
民
の
共
同
体
で
あ
る
キ
ウ
ィ
タ
ス
と
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植
し
た
ロ
ー

マ
市
民
権
保
有
者
の
共
同
体
で
あ
る
パ
グ
ス
の
あ
ら
ま
し
が
解
説
さ

れ
、
そ
の
後
に
本
題
で
あ
る
マ
ル
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ウ
ス
氏
族
と
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に
一
六
六
年
か

ら
一
六
八
年
頃
に
建
設
さ
れ
た
カ
ピ
ト
リ
ウ
ム
神
殿
の
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る
。
マ
ル
キ
ウ
ス
氏
族
は
元
々
ト
ゥ
ッ
ガ
に
在
住
し
て
い
た
有
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、
こ
の
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第
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章

　
ト
ゥ
ッ
ガ
に
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ガ
ビ
ニ
ウ
ス
氏
族
と
神
殿
建
設
」

に
お
い
て
は
、
マ
ル
キ
ウ
ス
氏
族
と
同
じ
く
ロ
ー
マ
市
民
権
を
獲
得
し

た
有
力
な
現
地
住
民
の
家
系
で
あ
り
、
ト
ゥ
ッ
ガ
の
両
共
同
体
の
パ
ト

ロ
ヌ
ス
だ
っ
た
ガ
ビ
ニ
ウ
ス
氏
族
が
着
目
さ
れ
る
。
ガ
ビ
ニ
ウ
ス
氏
族

は
二
世
紀
前
半
に
ト
ゥ
ッ
ガ
に
お
い
て
コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ア
や
ネ
プ
ト
ゥ

ヌ
ス
な
ど
、
ロ
ー
マ
の
神
格
を
祀
っ
た
複
数
の
神
殿
の
建
設
を
主
導
し

て
お
り
、
第
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の
マ
ル
キ
ウ
ス
氏
族
と
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て
現
地
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出
自
で

あ
る
こ
う
い
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た
エ
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が
ど
の
よ
う
に
両
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同
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間
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と
う
と
し
た
か
が
宗
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て
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る
。
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こ
で
は
、
こ
れ

ら
の
神
格
の
ロ
ー
マ
的
起
源
は
彼
ら
に
と
っ
て
あ
ま
り
問
題
で
は
な

か
っ
た
と
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
ト
ゥ
ッ
ガ
全
体
や
各
共
同
体
の
間
で
持
っ

て
い
た
意
味
合
い
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

　「
第
Ⅲ
章

　
ト
ゥ
ッ
ガ
に
お
け
る
サ
ト
ゥ
ル
ヌ
ス
神
殿
建
設
」
に
お

い
て
は
、
二
世
紀
末
期
に
ト
ゥ
ッ
ガ
で
建
設
さ
れ
た
サ
ト
ゥ
ル
ヌ
ス
神

殿
を
通
し
て
ト
ゥ
ッ
ガ
の
人
々
の
宗
教
実
践
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
か
が
考
察
さ
れ
る
。
サ
ト
ゥ
ル
ヌ
ス
は
北
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
は
カ

ル
タ
ゴ
人
の
神
格
で
あ
る
バ
ア
ル
と
同
一
視
さ
れ
て
お
り
、
帝
政
期
に

お
い
て
も
ト
ゥ
ッ
ガ
を
含
め
広
く
信
仰
さ
れ
て
い
た
。
ト
ゥ
ッ
ガ
に
お

け
る
サ
ト
ゥ
ル
ヌ
ス
神
殿
は
古
く
か
ら
あ
っ
た
サ
ト
ゥ
ル
ヌ
ス
の
聖
地

に
キ
ウ
ィ
タ
ス
と
パ
グ
ス
が
共
同
で
奉
献
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
地
住

民
か
ら
長
く
信
仰
さ
れ
て
き
た
バ
ア
ル
＝
サ
ト
ゥ
ル
ヌ
ス
の
神
殿
が
、
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（（

ロ
ー
マ
的
建
築
様
式
で
そ
の
聖
地
に
建
て
ら
れ
た
こ
と
に
著
者
は
両
共

同
体
が
、
宗
教
実
践
を
通
し
て
接
近
し
て
い
た
こ
と
を
見
て
取
っ
て
い

る
。

　「
第
Ⅳ
章

　
ポ
エ
ニ
戦
争
後
か
ら
帝
政
初
期
に
お
け
る
カ
ル
タ
ゴ
の

記
憶
」
で
叙
述
視
点
は
ト
ゥ
ッ
ガ
を
離
れ
、
ロ
ー
マ
側
が
着
目
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
語
ら
れ
る
の
は
、
ロ
ー
マ
人
に
と
っ
て
の
カ
ル
タ
ゴ
人

の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
ポ
エ
ニ
戦
争
期
の
ラ
テ
ン
文
学
な
ど
に
お
い
て

は
、
カ
ル
タ
ゴ
人
は
狡
猾
で
不
誠
実
だ
と
い
う
ギ
リ
シ
ア
人
の
ス
テ
レ

オ
タ
イ
プ
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
だ
形
で
描
写
さ
れ
て
い
た
が
、
プ
ラ

ウ
ト
ゥ
ス
の
喜
劇
作
品
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
あ
る
程
度
の
人
間
性
も
認

め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
カ
ル
タ
ゴ
と
い
う
国
家
が
ロ
ー
マ
に
破
壊

さ
れ
一
〇
〇
年
近
く
経
っ
た
共
和
制
末
期
に
お
い
て
、
カ
ル
タ
ゴ
人
は

人
肉
食
を
含
め
そ
の
残
虐
性
が
著
し
く
強
調
さ
れ
た
形
で
描
写
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
著
者
は
、
カ
ル
タ
ゴ
滅
亡
か
ら

長
い
期
間
が
経
ち
存
在
が
消
失
し
た
カ
ル
タ
ゴ
人
、
特
に
ロ
ー
マ
を
苦

し
め
た
将
軍
ハ
ン
ニ
バ
ル
が
負
の
イ
メ
ー
ジ
を
背
負
わ
せ
る
こ
と
に

う
っ
て
つ
け
の
存
在
だ
っ
た
こ
と
と
、
共
和
制
末
期
の
激
し
い
政
争
と

内
乱
の
中
で
、
政
敵
に
対
し
て
過
去
の
外
敵
カ
ル
タ
ゴ
の
イ
メ
ー
ジ
を

当
て
は
め
て
悪
魔
化
す
る
こ
と
が
常
態
化
し
て
い
た
と
指
摘
す
る
。
更

に
事
態
は
こ
れ
に
留
ま
ら
ず
、
過
去
の
敵
で
あ
っ
た
カ
ル
タ
ゴ
が
過
度

に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
描
写
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
打
ち
破
っ
た
ポ
エ
ニ

戦
争
期
の
ロ
ー
マ
人
の
偉
大
さ
も
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
共
和
制

末
期
の
ロ
ー
マ
内
部
に
敵
が
存
在
す
る
「
現
在
」
の
ロ
ー
マ
が
偉
大
な

過
去
の
時
代
と
比
べ
て
「
混
乱
の
時
代
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
、

と
す
る
。

　「
第
Ⅴ
章

　「
理
想
」
の
ロ
ー
マ
都
市
カ
ル
タ
ゴ
と
カ
エ
レ
ス
テ
ィ
ス

神
殿
」
で
は
前
章
の
内
容
を
踏
ま
え
て
共
和
制
末
期
に
悪
魔
化
さ
れ
た

カ
ル
タ
ゴ
の
イ
メ
ー
ジ
と
、
現
実
に
存
在
し
た
ロ
ー
マ
期
の
都
市
カ
ル

タ
ゴ
と
の
間
で
ど
の
よ
う
な
相
互
作
用
が
存
在
し
た
か
が
、
カ
エ
レ
ス

テ
ィ
ス
信
仰
を
軸
に
論
じ
ら
れ
る
。
周
知
の
通
り
、
カ
ル
タ
ゴ
は
前

一
四
六
年
に
一
度
ロ
ー
マ
に
よ
り
完
全
に
破
壊
さ
れ
て
お
り
、
ロ
ー
マ

期
の
都
市
カ
ル
タ
ゴ
は
前
二
九
年
頃
に
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
命
で
一
か

ら
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
景
観
は
典
型
的
な
ロ
ー
マ
都
市
の

も
の
で
あ
り
格
子
状
の
街
路
や
公
共
建
築
物
が
密
集
す
る
フ
ォ
ル
ム
な

ど
で
彩
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
古
代
の
文
献
に
お
い
て
も
近
現
代

の
研
究
に
お
い
て
も
、
ロ
ー
マ
期
カ
ル
タ
ゴ
は
そ
の
ロ
ー
マ
性
が
強
調

さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
帝
政
期
に
お
い
て
も
な
お
、
再
誕

し
た
筈
の
ロ
ー
マ
都
市
カ
ル
タ
ゴ
と
そ
の
住
人
に
対
し
て
か
つ
て
の
カ

ル
タ
ゴ
と
同
じ
よ
う
な
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
が
投
影
さ
れ
る
こ
と

が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
著
者
の
言
葉
を
借
り
る
と
、
ロ
ー
マ
期
カ
ル
タ

ゴ
は
帝
国
の
コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ア
を
体
現
す
る
と
同
時
に
、
旧
カ
ル
タ
ゴ

の
記
憶
の
継
続
と
い
う
デ
ィ
ス
コ
ル
デ
ィ
ア
と
い
う
二
面
性
を
備
え
て

い
た
の
で
あ
る
。
本
章
で
着
目
さ
れ
る
、
帝
政
期
カ
ル
タ
ゴ
に
お
け
る

カ
エ
レ
ス
テ
ィ
ス
信
仰
は
元
々
が
カ
ル
タ
ゴ
人
の
女
神
タ
ニ
ト
が
ロ
ー

マ
期
に
カ
エ
レ
ス
テ
ィ
ス
に
名
を
変
え
た
も
の
に
端
を
発
し
て
い
る
。

そ
し
て
都
市
カ
ル
タ
ゴ
だ
け
で
な
く
ト
ゥ
ッ
ガ
に
お
い
て
も
カ
エ
レ
ス

テ
ィ
ス
の
神
殿
が
存
在
し
た
。
こ
こ
で
は
カ
ル
タ
ゴ
と
ト
ゥ
ッ
ガ
に
お

け
る
カ
エ
レ
ス
テ
ィ
ス
信
仰
の
形
態
と
そ
の
差
異
が
論
じ
ら
れ
、
著
者
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（（

は
ト
ゥ
ッ
ガ
の
カ
エ
レ
ス
テ
ィ
ス
神
殿
の
碑
文
な
ど
か
ら
、
ト
ゥ
ッ
ガ

の
人
々
に
と
っ
て
カ
エ
レ
ス
テ
ィ
ス
信
仰
は
自
身
ら
が
ロ
ー
マ
帝
国
に

属
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
機
能
が
あ
っ
た
こ
と
と
、
そ
れ
と
同

時
に
彼
ら
に
と
っ
て
「
ロ
ー
マ
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
海
の
向
こ
う
の
実
際

の
都
市
ロ
ー
マ
で
は
な
く
近
隣
の
ロ
ー
マ
的
都
市
カ
ル
タ
ゴ
で
あ
っ
た

と
す
る
。
こ
の
た
め
、
彼
ら
に
と
っ
て
「
ロ
ー
マ
的
」
文
化
と
は
、
ポ

エ
ニ
期
カ
ル
タ
ゴ
の
記
憶
も
含
ん
だ
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
著
者
は
こ
れ
ら
の
議
論
を
ま
と
め
、最
後
に
「
ロ
ー
マ
的
な
る
も
の
」

を
定
義
づ
け
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
は
帝
国
全
体
を
結
び
つ
け
る
共
通
項

で
あ
り
な
が
ら
も
、
地
域
ご
と
の
差
異
を
は
ら
ん
で
い
た
。
カ
ル
タ
ゴ

に
お
い
て
は
、
ロ
ー
マ
の
か
つ
て
の
仇
敵
で
あ
る
と
い
う
カ
ル
タ
ゴ
の

歴
史
が
他
属
州
に
お
い
て
は
な
い
独
自
性
を
も
た
ら
し
て
い
た
。
ロ
ー

マ
都
市
と
し
て
再
建
さ
れ
た
カ
ル
タ
ゴ
に
お
い
て
、
過
去
の
敵
と
し
て

の
カ
ル
タ
ゴ
の
イ
メ
ー
ジ
が
文
化
や
信
仰
面
で
継
続
す
る
と
同
時
に
、

ロ
ー
マ
都
市
と
し
て
の
側
面
が
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
「
ロ
ー
マ
的
な
る

も
の
」の
イ
メ
ー
ジ
の
根
幹
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

各
属
州
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
的
な
都
市
が
「
ロ
ー
マ
的
な
る
も

の
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
出
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
差
異
を
研
究

す
る
こ
と
で
そ
の
地
域
の
特
殊
性
を
明
ら
か
に
で
き
る
だ
ろ
う
と
し
て

著
者
は
筆
を
置
い
て
い
る
。

　
本
書
は
、
ト
ゥ
ッ
ガ
と
い
う
単
一
地
域
に
お
け
る
事
例
調
査
に
留
ま

ら
ず
に
そ
こ
か
ら
ロ
ー
マ
人
の
カ
ル
タ
ゴ
認
識
、
ア
フ
リ
カ
人
の
ロ
ー

マ
認
識
、
そ
し
て
確
か
に
存
在
し
な
が
ら
も
把
握
が
難
し
い
「
ロ
ー
マ

的
な
る
も
の
」
が
な
ん
だ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
意
欲

的
な
研
究
で
あ
る
。「
ロ
ー
マ
化
」
概
念
を
め
ぐ
る
議
論
が
今
も
な
お

活
発
で
あ
る
現
在
、
本
書
は
帝
政
期
ロ
ー
マ
研
究
に
重
要
な
問
題
提
起

を
為
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
評
者
の
専
門
は
帝
政
期
ロ
ー
マ
の
軍
事
史
で
あ
り
、
兵
士
個
人
の
心

性
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
も
研
究
対
象
に
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
う
い
っ

た
観
点
か
ら
見
て
も
、
本
書
の
テ
ー
マ
で
あ
る
文
化
の
異
種
混
淆
の
プ

ロ
セ
ス
と
実
態
、
そ
し
て
支
配
者
と
被
支
配
者
間
の
イ
メ
ー
ジ
の
形
成

は
重
要
な
意
味
を
持
つ
。本
書
が
扱
う
地
域
で
あ
る
ア
フ
リ
カ
属
州
は
、

元
老
院
属
州
の
中
で
唯
一
軍
団
が
配
備
さ
れ
て
い
た
属
州
で
あ
り
、
ま

た
同
属
州
出
身
の
兵
士
は
軍
団
・
補
助
軍
・
艦
隊
に
お
い
て
多
数
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。
カ
ル
タ
ゴ
が
ロ
ー
マ
の
仇
敵
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

徹
底
的
に
破
壊
さ
れ
た
と
い
う
歴
史
的
経
緯
が
カ
ル
タ
ゴ
に
お
け
る

「
ロ
ー
マ
」
イ
メ
ー
ジ
に
独
自
性
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
本
書
の
結
論

に
従
う
な
ら
ば
、
ア
フ
リ
カ
属
州
出
身
の
ロ
ー
マ
兵
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
や
自
己
イ
メ
ー
ジ
、
あ
る
い
は
「
本
土
」
イ
タ
リ
ア
出
身
の
兵
士

や
将
校
が
軍
務
中
に
彼
ら
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
、

接
触
を
し
て
い
た
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
て
く
る
が
、
こ
う
し
た
疑
問

を
本
書
で
用
い
ら
れ
る
方
法
論
を
用
い
て
分
析
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

ろ
う
。
帝
政
期
ロ
ー
マ
研
究
の
他
分
野
に
お
い
て
も
、
こ
う
い
っ
た
新

た
な
問
い
を
生
み
出
し
新
た
な
研
究
の
可
能
性
を
示
す
と
い
う
点
で
本

書
は
優
れ
た
問
題
提
起
を
行
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

�

（
関
西
学
院
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
八
年
三
月
、

　
　
　
　
　
　
　 

　
一
七
〇
頁
、
本
体
価
格
三
、六
〇
〇
円
）

（
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
）
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は
ト
ゥ
ッ
ガ
の
カ
エ
レ
ス
テ
ィ
ス
神
殿
の
碑
文
な
ど
か
ら
、
ト
ゥ
ッ
ガ

の
人
々
に
と
っ
て
カ
エ
レ
ス
テ
ィ
ス
信
仰
は
自
身
ら
が
ロ
ー
マ
帝
国
に

属
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
機
能
が
あ
っ
た
こ
と
と
、
そ
れ
と
同

時
に
彼
ら
に
と
っ
て
「
ロ
ー
マ
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
海
の
向
こ
う
の
実
際

の
都
市
ロ
ー
マ
で
は
な
く
近
隣
の
ロ
ー
マ
的
都
市
カ
ル
タ
ゴ
で
あ
っ
た

と
す
る
。
こ
の
た
め
、
彼
ら
に
と
っ
て
「
ロ
ー
マ
的
」
文
化
と
は
、
ポ

エ
ニ
期
カ
ル
タ
ゴ
の
記
憶
も
含
ん
だ
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
著
者
は
こ
れ
ら
の
議
論
を
ま
と
め
、最
後
に
「
ロ
ー
マ
的
な
る
も
の
」

を
定
義
づ
け
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
は
帝
国
全
体
を
結
び
つ
け
る
共
通
項

で
あ
り
な
が
ら
も
、
地
域
ご
と
の
差
異
を
は
ら
ん
で
い
た
。
カ
ル
タ
ゴ

に
お
い
て
は
、
ロ
ー
マ
の
か
つ
て
の
仇
敵
で
あ
る
と
い
う
カ
ル
タ
ゴ
の

歴
史
が
他
属
州
に
お
い
て
は
な
い
独
自
性
を
も
た
ら
し
て
い
た
。
ロ
ー

マ
都
市
と
し
て
再
建
さ
れ
た
カ
ル
タ
ゴ
に
お
い
て
、
過
去
の
敵
と
し
て

の
カ
ル
タ
ゴ
の
イ
メ
ー
ジ
が
文
化
や
信
仰
面
で
継
続
す
る
と
同
時
に
、

ロ
ー
マ
都
市
と
し
て
の
側
面
が
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
「
ロ
ー
マ
的
な
る

も
の
」の
イ
メ
ー
ジ
の
根
幹
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

各
属
州
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
的
な
都
市
が
「
ロ
ー
マ
的
な
る
も

の
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
出
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
差
異
を
研
究

す
る
こ
と
で
そ
の
地
域
の
特
殊
性
を
明
ら
か
に
で
き
る
だ
ろ
う
と
し
て

著
者
は
筆
を
置
い
て
い
る
。

　
本
書
は
、
ト
ゥ
ッ
ガ
と
い
う
単
一
地
域
に
お
け
る
事
例
調
査
に
留
ま

ら
ず
に
そ
こ
か
ら
ロ
ー
マ
人
の
カ
ル
タ
ゴ
認
識
、
ア
フ
リ
カ
人
の
ロ
ー

マ
認
識
、
そ
し
て
確
か
に
存
在
し
な
が
ら
も
把
握
が
難
し
い
「
ロ
ー
マ

的
な
る
も
の
」
が
な
ん
だ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
意
欲

的
な
研
究
で
あ
る
。「
ロ
ー
マ
化
」
概
念
を
め
ぐ
る
議
論
が
今
も
な
お

活
発
で
あ
る
現
在
、
本
書
は
帝
政
期
ロ
ー
マ
研
究
に
重
要
な
問
題
提
起

を
為
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
評
者
の
専
門
は
帝
政
期
ロ
ー
マ
の
軍
事
史
で
あ
り
、
兵
士
個
人
の
心

性
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
も
研
究
対
象
に
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
う
い
っ

た
観
点
か
ら
見
て
も
、
本
書
の
テ
ー
マ
で
あ
る
文
化
の
異
種
混
淆
の
プ

ロ
セ
ス
と
実
態
、
そ
し
て
支
配
者
と
被
支
配
者
間
の
イ
メ
ー
ジ
の
形
成

は
重
要
な
意
味
を
持
つ
。本
書
が
扱
う
地
域
で
あ
る
ア
フ
リ
カ
属
州
は
、

元
老
院
属
州
の
中
で
唯
一
軍
団
が
配
備
さ
れ
て
い
た
属
州
で
あ
り
、
ま

た
同
属
州
出
身
の
兵
士
は
軍
団
・
補
助
軍
・
艦
隊
に
お
い
て
多
数
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。
カ
ル
タ
ゴ
が
ロ
ー
マ
の
仇
敵
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

徹
底
的
に
破
壊
さ
れ
た
と
い
う
歴
史
的
経
緯
が
カ
ル
タ
ゴ
に
お
け
る

「
ロ
ー
マ
」
イ
メ
ー
ジ
に
独
自
性
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
本
書
の
結
論

に
従
う
な
ら
ば
、
ア
フ
リ
カ
属
州
出
身
の
ロ
ー
マ
兵
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
や
自
己
イ
メ
ー
ジ
、
あ
る
い
は
「
本
土
」
イ
タ
リ
ア
出
身
の
兵
士

や
将
校
が
軍
務
中
に
彼
ら
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
、

接
触
を
し
て
い
た
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
て
く
る
が
、
こ
う
し
た
疑
問

を
本
書
で
用
い
ら
れ
る
方
法
論
を
用
い
て
分
析
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

ろ
う
。
帝
政
期
ロ
ー
マ
研
究
の
他
分
野
に
お
い
て
も
、
こ
う
い
っ
た
新

た
な
問
い
を
生
み
出
し
新
た
な
研
究
の
可
能
性
を
示
す
と
い
う
点
で
本

書
は
優
れ
た
問
題
提
起
を
行
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

�

（
関
西
学
院
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
八
年
三
月
、

　
　
　
　
　
　
　 

　
一
七
〇
頁
、
本
体
価
格
三
、六
〇
〇
円
）

（
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
）
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